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 ③PaO, ZnO及 びMgOに ょるCaOの 一部 置換
 石友紬 に於 て,紬 式中のCaO分 子 の牛数 をBaO, ZriO及 び 、rgOで 置換 した.そ の結果
を総括 す る と,MgO系, Ct、O系, ZnO系, BaO系 の順序 に透 明度 と光 澤は増 し,熟 域温 度
は低 くなつ て行 く.即 ち,MgO系 が最 も熱成温度高 く失透 性で あ り, Bt'zO系 が最 も熔融 し易
く透明度大で光澤 も強い.こ の順序 は夫 々の原子番號 の順序 と全 く一致 す る もので ある.但 し
紬調 に關 しては,CaO系 が最 も安定 で調子 も軟 か く, MgO系 が之 に次 ぎ, ZnO系, BaO系
の順序 に調子 も硬 くな り,紬 調の憂 化 も激 しくなる傾 向を示 した,
              (昭 和24年2月28日 受 理)
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               I.緒     富
 第2報 に引績 き本根 では,土 荻紬系 と石友紬系 とを比較 す る一'手段 として,金 鵬酸 化物 を紬                                       ヒ
藥に添加 して,そ の色調の愛化を説察 した.添 加に用いた金属酸化物には,色 紬 として最 も一
般的に使用 される酸化鐵 と酸化銅を選び,酸1ヒ 鐵は紅柄の形で8%添 加 し酸化銅は粒歌酸化銅
を粉末にして5%を 紬藥に添加 した.猫 ほ實験方法は前報 と同様である.
               9・ 實7験 結 果
 ① 紅柄8%を 添加 した鐵粕の観察
 第3圖 に示 した様に,概 して雨系共に同様な紬調の範園を有 し,ア ルカ リの少い方か ら多い
方に向つて,褐 色粕→黒色紬→飴紬 と攣化して居 り,別 にSiO2に 富む部分にソバ紬(黄 褐色
艶溝紬)が 生 じた.猫 ほ土荻紬系の場合に,特 に顯着に禍色紬 と黒色紬 との中聞 に油滴斑 に傾
いた黒色圓斑の鮎在する褐色斑紋紬が現れ,黒 色紬 とソバ紬の漸移部分に劃 登色流紋を誉す る
黒褐色流紋紬 を生じたが,前 者は土次紬中の比較的套泡 し易い個虎 に相富 し,後 者は失透光澤
                       ズ
紬を生 じた部分に営るもので,斯 る紬調は石荻紬系には殆 ど見 られす土友紬系の紬調が攣 化に
富む事 を物語つている。
 ② 酸化銅5%添 加 の効果
 この實験の結果 も酸化鐵の場合 と同様であり,爾 紬系共,ア ルカ リの少い方から多い方へ順
譲暗緑色紬→青線 色紬→緑荻色結晶紬 と移行する傾向を示 した,更 に薯 二の場合に も,鍼 釆麟
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於 ける斑紋紬 に匹敵す る部分に,暗 青緑色地に失透性黄線色圓斑の黒在する斑紋紬を生じたの
であつて,此 部分の土荻紬 には粕藥の粘度,起 泡性共の他の原因で,何 か斯 る圓斑を生す るに
好適な條件が具備 されてい る様に思われる.猫 ほ線友色結晶紬 とは緑色地 に銀次色結晶の散在
す る紬調の事であつて,白 紬 に於ける艶消紬に相當する部分 に生 じた.結 果を第4圖 に揚げる.
 ③ 第3報 の結果の総括
 (イ)土 友系 に於て も,石 友紬系に於て も,金 属酸化物の添加により,粕 藥の熟成温度は畿
分低 くなる傾向を示 した.
 (ロ)爾 紬系共,本 試験では概ね同様な色調の攣化を示し,本 質的には爾系共に同種の もの
である様に思われた.
 (ハ)同 じ色調の紬藥を紬式圖で比較すると,絡 艦に土荻紬系の方がアルカリ分 子(ア ルカ
リ土類 をも含めて)の 多い方にすれて居 り,色 調 も攣化に富んでいる.
 (二)土 友紬系の或種の ものには,金 属酸化物の添加により,斑 紋粕 を生する條件を具備 し
た ものが存在する様である.
              (昭 和24年2月28日 受 理)
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